




















































































































































































































































































































































春江｢≪爾雅･釈天≫ : "扶揺謂之森"｡郭瑛≪注≫ : "暴風従下上也"｣
⑤響不徹於-皐































































































































































































































































































































































































































以上のように､ ｢窮｣ ｢騨｣の含意･対偶の構造･ ｢客倣｣全体の論理構成の三点を総












































































































































































































轟注｢≪爾雅･釈天≫ : "春為青陽"｡郭瑛注云: "気清而温陽"｣
③竜豹之委頴
長谷川注になく､訳は注②を参照｡
責注｢≪詩･大雅･生民≫:"実穎実栗"｡ ≪伝≫ :"頴､垂穎也''｡ ≪疏≫ :"言其穂重
而穎垂也"｡郭瑛用"委穎"説明穂重穎垂､此是秋季景色｡全句意謂秋季到来､竜潜豹

























者日在北陸而蔵水''｡ ≪疏≫ : "日在北陸､為夏之十二月､十二月､日在玄樗之次"｡也
















































































































































































































































































































































































































































































る｣ ｢衰える｣として用いる例の方が｢自雅声浸微､溺音騰沸｣ (楽府篇第七)､ ｢蔵者､
-･迄至春秋､微而未絶｣ (銘蔵篇第十一)､ ｢夏侯孝若具体而皆微｣ (才略篇第四七)な
どはるかに多い｡ただそれらは｢欠如する｣ ｢衰える｣ものの名称を｢微｣字に前置
するが､たとえば『論語』憲間篇に｢微管仲､吾其被髪左在英｣と｢欠如する｣もの
を｢微｣に後置する著名な例があり､劉曲が東宮通事舎人として仕えていた昭明太子
蕎統｢文選序｣にも｢増水為積水所成､積水曾微増泳之凄｣とある｡
･10　前掲拙著四六頁～四七頁(初出は｢｢設論｣ジャンルの展開と衰退｣､ 『中国的人生観
･世界観』所収､東方書店､一九九四年)参照｡
*11注1所引拙稿参照｡
･12　現存の『後漢書』は｢放言｣を｢於言｣に作るが､李賢は｢秩蕩､無儀槍也｡放､
縦也｣と注を付している｡李賢の見たテキストは｢放言｣に作っていたと推測される｡
･13　『文選』五臣注の張銑注は｢塵冥､昏塵外也｣とするが､陸詩の｢出塵冥｣が｢昏
塵外｣なのであり､ ｢出｣字の脱落か未整理による書き誤りであろう｡
*14　注1所引拙稿参照｡
*15　ここで『後漢書』律暦志が『左伝』を襲って｢西陸｣を春､ ｢東陸｣を秋としている
のに対し､司馬彪『続漢書』や郭瑛詩が｢西陸｣を秋､必然的に｢東陸｣を春ととら
えている事実は､興味深い｡後出の『後漢書』律暦志の認識の方が､晋代の史詩の認
識より保守的･伝統的であるからだ｡
*16　注1所引拙稿参照｡
･17　皇甫詮｢釈勧論｣についての詳細は前掲拙著五〇頁～六九頁(初出は｢皇甫誼の｢釈
勧論｣について｣､ 『未名』一二所収､一九九四年､および｢隠士皇甫詮の論理と文体｣､
『東洋の知識人』所収､朋友書店､一九九五年)参照｡
′ト稿は､平成十三年度･十四年度･十五年度日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究
(C) ｢中国魂晋南北朝の修辞文学における形似表現と玄学表現の分析及び相互関連に関
する研究｣による研究成果の一部である｡
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